
ピアノ・エチュードの体系的研究 �
バイエルの研究（２）

城 戸 透・森 山 伸
岸 啓 子・横 山 詔 八

（音 楽 教 育）

（平成１５年５月２２日受理）

A Systematic Study of Etudes for Piano
� <Preparatory School> by F. Beyer

Tohru KIDO, Shin MORIYAMA, Keiko KISHI and Shohachi YOKOYAMA

概 要

先行研究「バイエルの研究（１）」では，楽典項目に依拠した体系性の有無をさまざまな角

度から検証したが，教則本としての論理性や系統性を検証するためには，技術的視座に立つ分

析が不可欠である。このため，新たに一名を加えて研究チームを再編成し，技術的系統性の検

討に取りかかることにした。本研究では可能な限り各種技術要素の内容を数値化して，より妥

当な客観性と，より高い精度を確保した上で，教則本としての難易度とその系統性を検証す

る。

キーワード：バイエル Beyer，技術 technic，数値化 numerical value，配列 arrangement，

音域 range of note，ポジション position，速度 tempo

はじめに －バイヤーの配列意図について－

バイヤーの教則本は初心者を対象としており，経験の無い生徒にピアノを学ぶためのテキス

トを提供するものである。たしかにテキストを概観する限りでは，楽曲は易から難へと配列さ

れ，生徒の進歩に応じて複雑なものを提示してゆくというコンセプトに拠っていることが理解

される。
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しかし，前回，楽典事項において諸項目の分析を通してその配列を再考した結果，系統性，

易から難への漸次的展開が概ね認められるものの，調号，調性，臨時記号，リズム等の個別項

目において，その原則が破られている箇所も少なからず存在することが明らかになった。

今回考察対象とする演奏技術的諸要素においても，「順序よく，段階を追って」進んで行く

ことができると彼自身が述べている点から，バイヤーは「易かから難へ」の基本コンセプトを

踏襲していることは確かである。手許にある版では編集者も「順序よく」基礎訓練ができると

謳っており，その配列意図が実現し，奏功しているとバイヤーに同調している。

実際，楽譜を眺める限りでは，音域，速度，演奏技術等の諸要素についても，学習が進むに

従って新たな要素が導入され，楽曲の構成要素が多様化・複雑化していることが以下の点で感

じられる。

（１）旋律の音域は，第１曲の４度から４０番台で５度を超え，７０番台で８度が標準化され，９０

番台で９度が多出するようになる傾向にある。音域拡大に伴う演奏技巧としては，ポジシ

ョン変化や親指の支点移行のない基本的運指から，拇指支点移行，跳躍と進行し，その後

両手の交叉が現れる。

（２）速度については，moderato／comodo から始まり，その後 allegretto，andante，allegro

が加わるが，adagio は９９番になって使用される。

（３）演奏技術と深く関連する伴奏型について，単音から重音へ，更に両腕の交差を用いたも

のが使用される。

（４）その他装飾音も終盤にはじめて導入されている。

以上の点から，今回対象とする演奏技術面においても易から難という方向性は自明であるも

のの，恣意性や何故これがここで，といった非論理性・思い付きが感じられるものもある。彼

が提唱するコンセプトがどのどの程度合理的かつ緻密に実現されているかについては，感覚的

判断や印象批評に頼るのではなく，適切な分析を通して検証される必要がある考えられる。

１．音域に関するデータ分析と考察

音域は，読譜や運指，ポジション移動等と深く関りを持ち，練習曲の難易度を決定する要素

のひとつである。音域は音程度数により表わされるため，各曲で用いられている音域を左右別

に取り出し，表に記載した。複音程は１・２・３オクターブを越えるそれぞれにつき，単音程

に８度・１５度・２２度を加えた度数をもとに換算される。音程の拡大は度数増加と単純な比例関

係にあるが，音域としての相互関係をより的確に把握するため，次の方法で音程を音域値に換

算した。

音域値＝（音程度数－１）÷７

１オクターブ，２オクターブ，３オクターブの音域値はそれぞれ１，２，３である。各度数

の音域値は表１となる。各曲の音域値についても表に記載するとともに，グラフ化して文末に

示した。
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音域については，右手のみの開始曲（第１番テーマ）は４度，左手のみの開始曲（第２番テ

ーマ）は３度であるが，それらに続く変奏において左右とも５度となる。両手奏開始曲（第３

番）は左右ともに５度で，同度（左手）と３度（左右）を僅かにはさみながら，両手５度の形

態は４５番まで基本的に保持される。４６番以後音域は拡大されるが，８度までは左手の音域拡大

が右手に先行している。音域拡大の第１地点である第４６番，４９番では，分散和音の主�属和音

交替が，また５１番ではオクターブ跳躍下行というこれまた常套的進行が左手に現れており，左

手先行の音域拡大はこのような伴奏語彙の獲得の必要性から説明されよう。

９，１０，１１度については殆ど両手同時に用いられている。

１１度より先に，より広い音域である１２，１３，１４，１５度が用いられていることは一見不思議の

感もあるが，１オクターブと５度，１オクターブと６度，更に２オクターブは，１オクターブ

と４度（１１度）と比べて三和音の基本形・第１転回形と親和的であり，旋律・伴奏ともにより

一般的な形態である点から説明されよう。

１６度以後，音域拡大の主軸は右手に移り，特に１００番以後の右手は７曲中５曲まで２オクタ

ーブを越えるものとなっている。一方左手は７曲中２曲である。全曲の最大音域は右手が３２度

（４オクターブと５度：１００番，音域値４．４３），左手が２２度（３オクターブ：８３番，音域値３）

である。

１～１０番，１１～２０番と１０曲ごとに区分した場合，其々のグループで最も頻繁に用いられてい

る音域および音域値の平均は表３の通りである。５０番代では１オクターブが左右とも多く取り

入れられ，それに続く６０番代では１オクターブを超える音域である９度・１０度が中心となって

いる。

左右の音域平均値は１１番～２０番以外ではすべて右手の音域が左手より大きく，左右の手の役

割分化が認められる。

度 数 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 以下略

音域値 ０ ０．１４０．２９０．４３０．５７０．７１０．８６ １ １．１４１．２９１．４３１．５７１．７１１．８６ ２

度 数 ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ ３oct ４oct

右 手 ５１ ６０ ５４ ６５ ６７ ８９ ７２ ６２ なし ８１ ８８ １０４ ８０

左 手 ４６ ４９ ５１ ６５ ６７ ９０ ６２ なし ７３ 外９０ １００ ８３ なし

曲 番 １～１０ １１～２０ ２１～３０ ３１～４０ ４１～５０ ５１～６０ ６１～７０ ７１～８０ ８１～９０ ９１～１００１０１～０６

右 手 ５度 ５度 ５度 ５度 ５度 ８度 ５度 ９度 １５度 ９度 ９度

平 均 ０．５７ ０．５１ ０．５７ ０．５７ ０．５６ ０．７７ ０．９１ １．５１ １．４６ １．４７ ２．１２

左 手 ５度 ５度 ５度 ５度 ５度 ８度 ５度 ６度 ９度 ８度 １２度

平 均 ０．３８ ０．５４ ０．５７ ０．５４ ０．６６ ０．８１ ０．８４ ０．９０ １．２６ １．１４ １．４３

（表１）

（表２）

（表３）
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バイヤーの音域のまとめ

１）５度から始まり，１０度までは基本的には順次，１度ずつ拡大される傾向が認められる。

２）全体的にも進度に応じて音域が広がるように配置されている。

３）９０番以後の終盤では，右手に初出広音域が多く，左手は比較的少なく，かつ現れても小さ

い傾向にあり，音域平均値の左右差も拡大している。

４）音域が新しく拡張された後も，狭い音域での練習曲と並列されている。

５）数値の順次増加を自己目的化するのではなく，音楽的語法に配慮されたものとなってい

る。

６）音域値平均の左右差がはっきりと確認された。

２．ポジションに関するデータ分析と考察

ポジションに対する理解，またポジションの移動時における技術の習得はピアノ演奏の上達

に欠かせない重要な要素の１つである。この教則本の曲を演奏する際に，基本的に片手５本の

指が，１本ずつ，異なる鍵盤を押さえて把握できる形を一つのポジションとして捉えた。ただ

し，必ずしも一つのポジションで５本の指，全てが使用されるとは限らないのは当然のことで

ある。

ポジションの移動技術に対して，ここでは大きく２つのケースに分けて分析を試みた。

A．指での移動が可能な場合

B．指での移動では対応不可能な場合

A には，第１指をくぐらす運動（第２指から第１指，第３指から第１指，第４指から第１

指），手のひらを縮めることで可能な移動，同じ音を違う指で連打する場合等が含まれる。B

には，手首や肘の運動を利用した同じ指の連続しようによる移動，同一の音型の連続による移

動，スタッカートの要求があるために指のみの移動より腕（手首，肘を含めた）移動の方が相

応しい場合，第１指と第５指のオクターヴ移動がレガートで行われない場合等が含まれる。

図１ 音域
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�４６以降については以下に掲げる�～��の１４のタイプが認められた。

�．左右共移動無し：�４７・６３・６８

�．左手 A 移動：�４６・４８・４９・５０・５２・５８
このグループの左手 A 移動は伴奏形の移動による。No．４６の四分音符から No．５８の八分音

符へと左手の音価が推移している。

 ．右手 A 移動：�５６・６１・６４・６９
このグループの４曲においては，第１指・第５指支点（�５６），dolce（�６１），同音での指
交代（�６４），左手３度（�６９）など，それまでは見られなかった新しい技術が登場する。

!．左手 B 移動：�７０
この曲は右手３度平行の練習曲である。３度の曲は�６８・６９・７０・７１と連続して続くが，そ
れぞれがタイプ�－�－�－�と推移しており，３度以外の手のポジション移動が次第に複雑
になる様に配置されている。

"．右手 B 移動：�８６
この曲は１６分音符が初めて登場する曲である。教則本の後半に位置する曲であるにも拘わら

ず，B 移動が１回行われるほかは，殆どポジションの移動は見当たらない。ポジションの移

動を避ける事により，全音符から１６分音符に至るまでの音符の長さを正確に弾く事に集中出来

る様に作られている。続く�８７も�８６と同様，連弾による１６分音符の練習であるが，B 移動

が１６回と増加している。

#．左手 A 及び B 移動：�５３・５５
左手のみ A・B 移動する。�５４で，右手最後にオクターヴが現れるが実質的には，�５３・５５

と同じく左手の A・B 移動の練習曲と捉える事が出来る。この連続する３曲において，左の

A・B 移動回数は２回－５回－１４回と増加している。

$．右手 A 及び B 移動：�７１
左手３度平行の練習曲であるが，右手の A・B 移動により，左右の動きがより複雑になって

いる。

%．右手 A 移動，左手 A 移動：�５７・６５・６６・７４・７７・８５・９２
�６５は，スケールが初めて登場する練習曲である。B 移動を避け，スケールの A 移動のみ

で構成されている。�７７を除く�５７から�９２までの５曲は左手の伴奏に共通の型を持ってい
る。曲が推移するに従い，４分音符（�５７），８分音符（�６６），三連符モデラート（�７４），
三連符アレグレット（�８５），三連符コモド（�９２）と難易度が高まる。�８５と�９２では，テ
ンポこそ遅くなるものの三連符の分量は１６拍から６３拍へと増加している。
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&．右手 B 移動，左手 B 移動：�６０・６２・８４・８７
�６０は対位法的な作品であるが，左右の手の独立が特に求められるこの曲に，B 移動のみ

の単純な移動で対応している。�６２と�８７には共通の音型が認められる。技術的には�８７の方
が易しく思われるが，�８７は連弾曲である事も考慮する必要があるだろう。
�８４は�６８～７１に続く両手ともに３度平行のための練習曲であるが，前４曲では使われなか
った，３度を弾いている手の B 移動が行われている。

'．右手 A 移動，左手 A 及び B 移動：�５１・５９・９３
�５９と�９３には左手の伴奏に共通の型が認められる。左手の移動回数は１３回で同数であるが
右手の移動は３回から１１回に増加し右手の難易度が高まっている。

�．右手 B 移動，左手 A 及び B 移動：�５４・６７
�５４は実質的には左手のみが移動し右手は移動していないと捉える事が可能である。最後の
小節のレガートで，オクターヴは指を拡げる意味があるのかも知れない（同例�５６・６１・９３）。
�６７は右手に６度の B 移動（３２回）が現れる。初めて登場した右手の６度平行の技術習得の

ために，左手の移動は６回に抑えられている。

�．右手 A 及び B 移動，左手 A 移動：�７２・７６・７９・８８・９４・１０３
�７２では左手に新しい伴奏音型が登場している。右手の移動１８回に対して左手の移動は４回
に留まっている。

'�．右手 A 及び B 移動，左手 B 移動：�９９
この教則本唯一の変ロ長調である。右手の１５回の移動に対し左手は殆ど移動しない。

'�．右手 A 及び B 移動，左手 A 及び B 移動：

�７３・７５・７８・８０～８３・８９・９０・９１・９５～９８・１００～１０２・１０４・１０６
�７３で初めて，同一の曲に両手 A・B 移動が同時に盛り込まれる。このグループは殆どがこ

の教則本の終盤に登場しており，移動回数の多い曲が多数見られる。最終曲�１０６は，左右合
計１３６回のポジション移動が行われ，最後を飾る曲としてポジション移動の観点からは相応し

いと云えるだろう。

図２～４は，ポジション移動回数の増減推移を示すグラフである。ポジションの移動回数

（図２）及びポジションの移動技術 A（図３）ではほぼ右肩上がりとなっており，技術漸進の

方向性が顕れている。移動技術 B については，教則本にそれが顕れる後半以降の推移を見る

限りにおいては，とくに漸次増加の形象は映し出されていない。その理由として，B 移動は

技術的にはレガートの途切れを意味しており，これを含むフレーズは比較的性格の強いものと

なるところから，フレーズ間の受け渡し以外の場面では，用いる機会が少なくなるためと理解

される。

ポジションの最大幅は，５度音域帯を離脱する�４６以降において，最小３度～８度の範囲で
書かれている。作曲上の立場として和声的にも旋律的にも表現が極端に制約されるところの，
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図２ ポジションの移動回数

図３ ポジションの移動技術 A

図４ ポジションの移動技術 B
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５度を下回るポジションは�６４の左手３度のみであった。対する５指の最大の開きである８度
は，�５４・５６・６１・９３・９５・１０６に用いられるとともに，これらの曲における８度は例外なく
楽曲終止の部分に位置していた。８度は標準的幼児には広すぎる開き幅である。このためバイ

ヤーは音楽内部ではこのポジションを慎重に避けたものの，一部の番号曲の楽曲のしめくくり

として８度の跳躍は，彼にとってどうしても譲歩できない音楽的要求だったのである。図５の

グラフはポジションの最大幅，それの各番号曲及び番外曲における推移を表したものである。

その他の所見として，全体を通じて，バイヤーは両手平行のスタイルによる練習曲として，

ポジション移動を含むことを慎重に避けながら教則本を編んでいることが明瞭に読みとれる。

両手平行のスタイルにあって，これに該当するフレーズが一定の音域を超えると，左右別々の

地点で，しかも左右の運動条件が多少とも異なるポジション移動を課すことになる。これは特

にスケール楽案を用いようとするときに頻出する問題である。両手同時にスケールを行う練習

は教則本の目的から言っても不可欠の要素の一つであるが，言うまでもなく初心者にとっこの

スタイルは，かなり高度な技術に属するというジレンマがある。巧まざる妙案が一つあった。

音階は両手を反進行させて，シンメトリックに対置させると，殆どの場合ポジション移動に

ついては，左右ともほぼ同じ条件が維持できるというところにバイヤーは着目したのである。

彼は一部の番号曲と，音階練習を目的とするすべての番外曲において，この練習パターンを盛

り込んでいる。ちなみに，内部に両手平行のスタイルを含む練習曲のうち，ポジション移動を

伴う練習曲は最終曲（�１０６）のみであった。なお，以上の記述において，番外曲は対象外と
した。

参考までにポジションの区切りと移動（B のみ）を論文末尾に以下の譜例で示した。

�４６（�）・５３（�）・５６（�）・５７（�）・６０（�）・６２（�）・６４（�）・６５（�）・６７（
）・
７０（�）・７１（�）・７２（�）・７３（��）・９２（�）・９９（�	）・１０６（��）

図５ ポジション最大幅
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３．速度データに関する分析と考察

（１）速度の数値化について

速度は，その練習曲の難易度を左右する重要な要素である。この時代すでにメトロノームは

存在していたが，「バイエル」に速度標語は書かれているものの，速度を客観的に示す数値が

記載されておらず，バイヤーの速度に関する考え方の推論に結びつく文献や資料も得られなか

った。このため，本論ではメトロノームに記されている速度標語及び速度帯を参考にして，各

種の速度標語が表４のような速度値に読み替えられる。なお不幸なことに，相当数の練習曲に

その速度標語でさえも明記されていないものがあるが，この種の曲の速度の見方については，

便宜上，それ以前の速度標語の記載のある曲に準じることにした。

最低の速度は�９９の Adagio＝６６，また最高のそれは�９６・９８・１００の Allegro＝１４４であっ

た。入門書であること，そして幼児・児童向けの教則本であることに鑑みれば，この最低～最

高の幅それ自体はほぼ妥当なものであるが，最低の速度 Adagio＝６６が，終わりも近い�９９に
思い出したように配されているのは，なんとも奇妙である。おそらくバイヤーとしては，その

時点で気に入っていたであろうこの練習曲の出来映えに抗うことが出来なかったか，もしくは

他の曲想の検討を怠ったか，さらにまたは，学習者の緊張をほぐそうとしたのか等々，想像す

Metronome の速度帯 （読み替えによる）速度値

Largo：４０～６０ （該当なし）

Larghetto：６０～６６ （該当なし）

Adagio：６６～７６ Adagio＝６６

Andante：７６～１０８ Andante＝７６

Moderato：１０８～１２０ Moderato/, Comodo＝１０８

Allegretto/Allegromoderato＝１２０

Allegro：１２０～１６８ Allegro＝１４４

Presto：１６８～２００ （該当なし）

Prestissimo：２００～２０８ （該当なし）

（表４）

図６ 速度値
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ると心楽しいものがある。ちなみに，この教則本において Adagio の次に遅い Andante＝７６は

�３２・３４・４２・８９に配されている。
全１０６曲の速度値を眺め渡してみると，特に計画を伺わせるような上昇線は映し出されない。

しかし，音楽の速さは用いられている各種の音価により，各部分ごとに実質的な速度は刻々と

変化するものであり，１拍の速さのみを表す速度値による結論は，各部分の“瞬間速度”に対

して難易度評価の上での不公平を強いることになる。この問題解決のためには，その曲の最も

速い部分のデータが不可欠となる。数値化の方法としては，その練習曲の拍子基準音符（１

拍）を「１」としたとき得られる最小音価の倍率（最速係数という）を掛けたものを最速値と

して，すべての練習曲のデータを採ることにした。

＜最速係数＞

�四分音符 が１拍の場合： ０．２５， ０．５， １， ２， ４

�八分音符 が１拍の場合： ０．３３， ０．５， １， ２

�付点四分音符が１拍の場合： １， １．６６， ３．３， ６．６

各種拍子分母（１拍の音価の種類）に対応する最速値の数式は次のようになる。

＜最速値＞ ＜最速値＝最速係数×速度値（m）＞

�四分音符 が１拍の場合： ＝０．２５m， ＝０．５m， ＝１m， ＝２m， ＝４m

�八分音符 が１拍の場合： ＝０．３３m， ＝０．５m， ＝１m， ＝２m

�付点四分音符が１拍の場合： ＝１m， ＝１．６６m， ＝３．３m， ＝６．６m

図７は最速係数置換によって得た数値を練習番号順に示したものである。最も遅い数値はウ

ォーミングアップとして設定されたと思われる片手練習�１Theme・�２Theme 及び，両手

練習開始部分に位置する�３の最速値２７，また，最も速い数値は４８０であり，これは�８７・９１・
９４・１０１・１０３・１０５と，曲集の終盤に位置しており，最低速度・最高速度ともに収まるべきと

ころに収められている。部分的凹凸はあるものの全体は系統性を認めるには十分の，明瞭な上

図７ 最速値
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昇線を維持している。実はここには単純な上昇線ではなく，バイヤーの計画性を認めて余りあ

る恐るべき事実を秘めていた。

起点及び各区間の接点に位置するもののうち，�８５のみ，これを位置づける積極的意義は見
つからなかったものの，それ以外の各練習曲には，上位速度の起点であるばかりでなく，次の

ような学習起点としての意味があったのである。

�１ ：スタートライン。
�９ ：これまでよりもやや速い Allegretto が初めて用いられる。

�４４：八分音符の学習起点。
�４８：付点四分音符の学習起点。
�７４：初めての３連符。
（�８５：２回目の３連符。）
�８６：十六分音符の学習起点。
�８７：�８６（十六分音符練習）の補充。
�１０５：半音階学習起点。

そればかりではなかった。�１（Var.１注）の最速値１０８を起点として，以後，それより高

い最速値が現れるごとにその番号と数値を辿ってみると，最後の区間（�８７～�１０６）を除き，
各区間には先行する区間よりも低い最速値が，まるで意を決したかのように現れないのであ

る。わかりやすさのために，もとのグラフをイメージ化して示すと図８のようになる。網掛け

は最速値の振幅帯を示す。

あたかも振幅の幅をも計算したかのように，また，予め描いた設計図をもとに構築したかの

ように，見事にと言って良いほどの構造的上昇線が描き出されている。�８７で全体の最高速
４８０に達した後は，緩急思いつくままの曲想を並べた感を呈しているが，教則課程としての最

後の仕上げ，もしくは復習を含むまとめのような意図があったのかも知れない。

図８ 最速値イメージ図

注．�１及び�２の Theme は全音符のみで形成されているため，極端に低い速度値２７を呈しているが，これ
には全練習課程の出発点という特別な位置づけを与えるべきであり，当項目の趣旨としては除外される。
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なお，初期値の段階では違和感を呈した速度値６６の�９９も，最速値は２６４を示しており，決
して突飛な速度選択ではないことが分かった。最速値２６４はこの曲の Coda 部分を構成してい

る１６分音符から得られた数値であるが，Adagio の語はこの曲の緩やかな主要部分から，いず

れはたどり着く急速部分を計算して選択された速度標語であったことが理解された。

ま と め

今回はピアノ演奏の難易度を反映すると考えられる種々の事項のうち，音域・ポジション移

動・速度の３つの事項について観察してきたが，それぞれの事項においてスイッチ・バックを

繰り返しながら上昇線を描いていることが確認された。これは予め予想されたことであり，当

然の結果を得たことに安堵感に似たものを覚える。

問題はグラフに顕著に現れる，頻繁な前進後退にどのような意味があるのか，またその振幅

は妥当な範囲であるかというところにあるが，前者については，学習の螺旋構造という標準的

もしくは理想的セオリーに照らせば，新たな技術事項はそれの初出地点ごとに適宜のレベルま

で減速し，また既習したはずの技術事項もある程度切り捨て，あるいはその技術値を一旦減じ

て，新たな学習事項に歩を進めるという図式は，けだし自然な発想と言える。後者については

各種のデータが出揃った後，総合的に検討しなければ答を出せない問題であるため，他の機会

に譲ることにした。

さて，今回の研究の特色は各種の技術を客観的な基準をもとに数値化したところにある。と

もすれば陥りがちな漠とした難易判断に較べれば，一期を画するものと言えるのではないだろ

うか。ただし，今回検討した３つの事項はピアノの演奏技術のごく一部に過ぎず，当然のこと

ながら「バイエル」の再評価のためには，このほかにも様々な角度からデータを集積する必要

がある。今後も意欲的に研究を継続し，いつの日か真理に迫りたいものと考える。
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（図９）（この譜例集は�～��の移動タイプそれぞれにつき１～２の曲例を曲番号の若い順に例示したものである。）

ポジション移動譜例集
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曲 番 右 手 左 手

１ ０．４３ －
１－１ ０．４３ －
１－２ ０．４３ －
１－３ ０．５７ －
１－４ ０．４３ －
１－５ ０．４３ －
１－６ ０．４３ －
１－７ ０．４３ －
１－８ ０．５７ －
１－９ ０．５７ －
１－１０ ０．５７ －
１－１１ ０．５７ －
１－１２ ０．５７ －
２ － ０．２９

２－１ － ０．２９
２－２ － ０．２９
２－３ － ０．２９
２－４ － ０．２９
２－５ － ０．２９
２－６ － ０．２９
２－７ － ０．５７
２－８ － ０．５７
３ ０．５７ ０．５７
４ ０．５７ ０．５７
５ ０．５７ ０．５７
６ ０．５７ ０．５７
７ ０．５７ ０．５７
８ ０．５７ ０
９ ０．５７ ０
１０ ０．５７ ０
１１ ０．２９ ０．２９
１２ ０．５７ ０．５７
１３ ０．５７ ０．５７
１４ ０．５７ ０．５７
１５ ０．５７ ０．５７
１６ ０．５７ ０．５７
１７ ０．５７ ０．５７
１８ ０．５７ ０．５７
１９ ０．２９ ０．５７
２０ ０．５７ ０．５７
２１ ０．５７ ０．５７
２２ ０．５７ ０．５７
２３ ０．５７ ０．５７
２４ ０．５７ ０．５７
２５ ０．５７ ０．５７
２６ ０．５７ ０．５７
２７ ０．５７ ０．５７
２８ ０．５７ ０．５７
２９ ０．５７ ０．５７
３０ ０．５７ ０．５７
３１ ０．５７ ０．５７

曲 番 右 手 左 手

７４ １．１４ ０．７１
番外 １ １
番外 １ １
７５ １ ０．８６
７６ １．５７ ０．７１
７７ ０．８６ ０．７１
７８ １．１４ １．１４
番外 １ １
番外 １ １
番外 １ １
７９ １．１４ ０．５７
８０ ４ １．１４
８１ ２ １．１４
番外 １ １
番外 １ １
８２ １．２９ １
８３ ２ ３
８４ １．５７ １．５７
８５ ０．７１ ０．７１
８６ １ ０．５７
８７ １．１４ １．１４
８８ ２．１４ ０．７１
８９ １．４３ １．２９
９０ １．２９ １．４３
番外 １．７１ ２
９１ １．４３ ０．８６
９２ ０．７１ ０．８６
９３ １ １
番外 １ １
番外 １ １
９４ １．１４ ０．７１
９５ １．２９ １
９６ １．１４ １．１４
９７ ０．７１ １
９８ １．１４ １．１４
９９ １．７１ １．５７
１００ ４．４３ ２．１４
１０１ １．１４ １．５７
１０２ ２．１４ ０．７１
１０３ １．１４ ０．８６
１０４ ３ １．２９

番外� １
番外� １
番外� １
番外� １
番外� ２
番外� ２
番外� １ １
番外� ２ ２
１０５ ２．７１ １．５７
１０６ ２．５７ ２．５７

曲 番 右 手 左 手

３２ ０．５７ ０．５７
３３ ０．５７ ０．５７
３４ ０．５７ ０．５７
３５ ０．５７ ０．２９
３６ ０．５７ ０．５７
３７ ０．５７ ０．５７
３８ ０．５７ ０．５７
３９ ０．５７ ０．５７
４０ ０．５７ ０．５７
４１ ０．５７ ０．５７
４２ ０．５７ ０．５７
４３ ０．５７ ０．５７
４４ ０．５７ ０．５７
番外 ０．５７ ０．５７
４５ ０．５７ ０．５７
４６ ０．５７ ０．７１
４７ ０．５７ ０．７１
４８ ０．４３ ０．７１
４９ ０．５７ ０．８６
５０ ０．５７ ０．７１
番外 ０．５７ ０．５７
５１ ０．７１ １
５２ ０．５７ ０．７１
５３ ０．５７ １
５４ １ １
５５ １ ０．５７
５６ １ ０．５７
５７ ０．７１ ０．７１
５８ ０．５７ ０．７１
５９ ０．７１ １
６０ ０．８６ ０．８６
６１ １ ０．５７
６２ １．７１ １．５７
６３ ０．５７ ０．５７
６４ ０．５７ ０．２９
番外 １ １．１４
番外 １ １
番外 １ １
６５ １．１４ １．１４

番外右 １
番外左 ０．７１
６６ ０．７１ ０．８６
６７ １．２９ １．２９
６８ ０．５７ ０．５７
６９ １ ０．５７
番外 １ １
番外 １ １
７０ ０．５７ １
７１ １ ０．５７
７２ １．５７ ０．７１
７３ １．７１ １．８６

（表５） 音域値データ
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曲番号
移動回数

移動技術
A

移 動 技 術
B

ポジション
最大幅（度） 曲番号

移動回数
移動技術

A
移動技術

B
ポジション
最大幅（度）

右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左

１～４５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ５ ７６ １４ ４ ７ ４ ７ ０ ６ ６

４６ ０ １０ ０ １０ ０ ０ ５ ６ ７７ １０ １１ １０ ６ ０ ０ ６ ６

４７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ６ ７８ ２２ １３ １８ １２ ４ １ ６ ６

４８ ０ １０ ０ １０ ０ ０ ５ ６ ７９ ６ ３ ５ ３ １ ０ ５ ５

４９ ０ ８ ０ ８ ０ ０ ５ ６ ８０ ２７ ４ １１ ２ １６ ２ ５ ６

５０ ０ １２ ０ １２ ０ ０ ５ ６ ８１ ４３ １２ ４０ ２ ３ １０ ５ ５

５１ ３ ４ ３ ３ ０ １ ５ ６ ８２ ２４ ９ １９ １ ５ ８ ５ ５

５２ ０ １０ ０ １０ ０ ０ ５ ６ ８３ １５ １８ １３ １５ ２ ３ ５ ５

５３ ０ ２ ０ １ ０ １ ５ ６ ８４ １５ １６ ０ ０ １５ １６ ５ ５

５４ １ ５ １ ４ ０ １ ８ ６ ８５ ８ １０ ８ １０ ０ ０ ６ ６

５５ ０ １４ ０ １０ ０ ４ ５ ６ ８６ １ ０ ０ ０ １ ０ ６ ５

５６ １ ０ １ ０ ０ ０ ８ ５ ８７ １６ １６ ０ ０ １６ １６ ５ ５

５７ ６ ６ ６ ６ ０ ０ ６ ６ ８８ ２８ ６ ２７ ６ １ ０ ５ ６

５８ ０ １０ ０ １０ ０ ０ ５ ６ ８９ １４ １７ １２ １５ ２ ２ ７ ７

５９ ３ １３ ３ １１ ０ ２ ５ ６ ９０ ５６ ８ ５０ ２ ６ ６ ６ ６

６０ ２ ２ ０ ０ ２ ２ ５ ５ ９１ ７ ４ ６ ２ １ ２ ５ ５

６１ １ ０ １ ０ ０ ０ ８ ５ ９２ ４ １０ ４ １０ ０ ０ ６ ６

６２ １８ １７ ０ ０ １８ １７ ５ ６ ９３ １１ １３ １１ １０ ０ ３ ８ ６

６３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ５ ９４ ７ ６ ６ ６ １ ０ ５ ６

６４ １９ ０ １９ ０ ０ ０ ５ ３ ９５ ２６ ９ ３ ５ ２３ ４ ６ ８

６５ １４ １３ １４ １３ ０ ０ ５ ５ ９６ １４ １４ １３ ９ １ ５ ６ ６

６６ ３ ８ ３ ８ ０ ０ ６ ６ ９７ ３ ２０ １ ６ ２ １４ ５ ６

６７ ３２ ６ ０ １ ３２ ５ ６ ６ ９８ １３ ９ １１ ５ ２ ４ ６ ６

６８ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ５ ９９ １５ １ １４ ０ １ １ ６ ５

６９ １ ０ １ ０ ０ ０ ６ ５ １００ ３９ １８ １５ ６ ２４ １２ ６ ６

７０ ０ ３ ０ ０ ０ ３ ５ ５ １０１ １５ １３ １４ １２ １ １ ５ ７

７１ ３ ０ １ ０ ２ ０ ６ ５ １０２ ４０ ８ ２６ ３ １４ ５ ６ ６

７２ １８ ４ １７ ４ １ ０ ６ ６ １０３ １１ ８ １０ ８ １ ０ ６ ６

７３ １８ １５ １６ １２ ２ ３ ６ ７ １０４ ２６ １３ ２４ １２ ２ １ ６ ６

７４ ２８ ６ ２８ ６ ０ ０ ６ ６ １０５ ２９ ８ １０ １ １９ ７ ５ ６

７５ ２ ３ １ ２ １ １ ５ ５ １０６ ７４ ６２ ５９ ４６ １５ １６ ６ ８

（表６） ポジションに関するデータ
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曲 番 速 度 標 語 速度値 最速値
番外１ － １０８ １０８

１（テ－マ） Moderato １０８ ２７
Var．（全） 〃 １０８ １０８
２（テ－マ） 〃 １０８ ２７

Var．（全） 〃 １０８ １０８
３ 〃 １０８ ２７
４ 〃 １０８ ５４
５ 〃 １０８ １０８
６ 〃 １０８ １０８
７ 〃 １０８ １０８
８ 〃 １０８ １０８
９ Allegretto １２０ １２０
１０ Comodo １０８ １０８
１１ Moderato １０８ １０８
１２ 〃 １０８ １０８
１３ 〃 １０８ １０８
１４ 〃 １０８ １０８
１５ 〃 １０８ １０８
１６ 〃 １０８ １０８
１７ Allegretto １２０ １２０
１８ 〃 １２０ １２０
１９ 〃 １２０ １２０
２０ 〃 １２０ １２０
２１ Moderato １０８ １０８
２２ 〃 １０８ １０８
２３ 〃 １０８ １０８
２４ 〃 １０８ １０８
２５ 〃 １０８ １０８
２６ 〃 １０８ １０８
２７ 〃 １０８ １０８
２８ 〃 １０８ １０８
２９ 〃 １０８ １０８
３０ 〃 １０８ １０８
３１ 〃 １０８ １０８
３２ Andante ７６ ７６
３３ Allegretto １２０ １２０
３４ Andante ７６ ７６
３５ Moderato １０８ １０８
３６ 〃 １０８ １０８
３７ Allegretto １２０ １２０
３８ Moderato １０８ １０８
３９ 〃 １０８ １０８
４０ 〃 １０８ １０８
４１ Allegretto １２０ １２０
４２ Andante ７６ ７６
４３ Moderato １０８ １０８
４４ 〃 １０８ ２１６
番外 － １０８ ２１６
４５ Moderato １０８ ２１６
４６ Comodo １０８ ２１６
４７ Moderato １０８ ２１６
４８ Allegretto １２０ ２４０
４９ 〃 １２０ ２４０
５０ Comodo １０８ ２１６
番外 － １２０ ２４０
５１ Moderato １０８ ２１６
５２ Allegretto １２０ １２０
５３ Moderato １０８ ２１６
５４ Comodo １０８ ２１６
５５ Moderato １０８ ２１６
５６ Allegretto １２０ ２４０

曲 番 速 度 標 語 速度値 最速値
５７ Allegretto １２０ ２４０
５８ Moderato １０８ ２１６
５９ Allegretto １２０ １２０
６０ Comodo １０８ ２１６
６１ Allegro moderato １２０ ２４０
６２ 〃 １２０ ２４０
６３ Allegretto １２０ ２４０
６４ Comodo １０８ ２１６
番外 － １０８ ２１６
６５ Moderato １０８ ２１６
番外 － １０８ ２１６
６６ Allegretto １２０ １２０
６７ Moderato １０８ ２１６
６８ 〃 １０８ ２１６
６９ 〃 １０８ ２１６
番外 － １０８ ２１６
７０ Moderato １０８ １０８
７１ 〃 １０８ １０８
７２ Comodo １０８ ２１６
７３ Moderato １０８ ２１６
７４ 〃 １０８ ３２４
番外 － １０８ ２１６
７５ Moderato １０８ ２１６
７６ Allegro moderato １２０ ２４０
７７ Moderato １０８ ２１６
７８ Allegretto １２０ １２０
番外 － １０８ ２１６
７９ Comodo １０８ ２１６
８０ Allegretto １２０ ２４０
８１ 〃 １２０ ２４０
番外 － １０８ ２１６
番外 Allegretto １２０ ２４０
８２ Allegretto １２０ ２４０
８３ 〃 １２０ ２４０
８４ 〃 １２０ １２０
８５ 〃 １２０ ３６０
８６ Moderato １０８ ４３２
８７ Allegro moderato １２０ ４８０
８８ Moderato １０８ ４３２
８９ Andante ７６ ３０４
９０ Allegretto １２０ １２０
番外 － １０８ ２１６
９１ Allegretto １２０ ４８０
９２ Comodo １０８ ３２４
９３ Moderato １０８ ２１６
番外 － １０８ ２１６
９４ Allegretto １２０ ４８０
９５ 〃 １２０ １２０
９６ Allegro １４４ ２８８
９７ Allegretto １２０ ２４０
９８ Allegro １４４ ２８８
９９ Adagio ６６ １３２
１００ Allegro １４４ ２８８
１０１ Allegro moderato １２０ ４８０
１０２ Moderato １０８ ４３２
１０３ Allegro moderato １２０ ４８０
１０４ Allegretto １２０ ２４０
番外 － １２０ ４８０
１０５ Allegro moderato １２０ ４８０
１０６ 〃 １２０ ２４０

（表７） 速度値データ
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